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   ２００４年１０月５日より１１月７日までロシア、ウク

ライナ、ボスニア・ヘルチェゴビナを巡った。 

一行は被爆者としての自分と､女性活動家 K さん

と若い大学院生二人、それに新聞記者、カメラマンの計

６名である。 

私にとって、４０年前バーバラ・レイノルズさんと平

和巡礼でアメリカ、ヨーロッパ、ソ連を巡った、

その思い出をたぐっての旅であったが、４０年

前ということはともかく、総ては驚きの連続で

あった、といっていい。 

ロシアもウクライナも、ここ二、三年、市

民生活や、若者達のアメリカナイズが急速に

進んでいるのにまずは驚く。 

ロシアでの第一歩はウラジオストック、次

いでモスクワ。 

そこで州府、政府、非常事態省、原子力

局、軍縮紛争解決部等の関係機関や、放射

線関係研究所やＮＧＯの関係者と会い、また

核シェルターを見学し、核軍備と核軍縮、核

廃絶に伴う、核廃棄物、放射能の処理、管理と対テロ

対策、等についての情報収集と意見交換、実態の見聞

を行なった。  

冷戦終結、ソ連崩壊そして SALTⅡ以後、プーチン

は戦略核の削減を進めはしたが、アメリカへの警戒は

緩めず、慎重で、一方戦術核についてはむしろ積極的

に推進を考えている。 

その彼の傘下で軍縮、核廃絶、管理に取り組む部

局も私の接した限りでは、縦割り的な感じで、今後とも､

あらゆる面からロシアに対して、本気で核廃絶、管理、

軍縮を進めていくこを求めるとともに、アメリカや日本の

防衛戦略構想の廃棄と SALTⅡの批准も、包括的に迫

っていく必要を感じる。 

その他、原子力潜水艦の解体､放射能廃棄物の

処理等、自助努力が強調されたものの、各国、とりわけ

被爆国日本の援助に対する期待の大きいこと、ソ連崩

壊直後の混乱と経済的な窮状のため、それら

処理、管理が杜撰だったのを見、聞き、感じ取

った。  

雪のチャリヤビンスク 

冷厳と聞いていたロシアだが、その後の

旅のあいだ中暖かく、時には扇子がほしい位

だったが、唯一例外は、急遽モスクワから離れ

て飛んだチャリアビンスクで大雪に見舞われ

た。 

マヤーク核兵器工場の爆発事故で被災し、

無人となった村で、老齢などのため逃れること

もできず暮らしている老人夫婦や、村の放射

能観測ステーションの老婦観測員たちにも会

ったが、出来ればもっと長く逗留し、その人たちの思い

を十分に聞きたかった。 

ウクライナは麦､玉蜀黍畑の広がる肥沃な地、旧

ソ連から独立後核兵器廃棄と非核を宣言した誇りと自

信が関係者の発言から伺えた。 

核廃棄後､核弾頭だけはロシアに運ばれたが､核

兵器の廃棄、処理､運搬、放射能機器､廃棄物の貯蔵､

管理がいまだ現実の問題として存在し、此処でも各国

の支援に頼らざるを得ず、協力が求められている。 

かつての核攻撃にも耐えられるようにと建造され
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たかっての壮大な潜水艦シェルター基地、核ミサイル

発射の緊張をそのまま伝えているかつての SSRⅡ核戦

略ミサイル基地、サイロ共に今はそのまま博物館となっ

ていて、つぶさに見学できるが、現在のミサイルの発達

を考えると空しい浪費だったと思える。 

チェルノヴイリ原発では､帰りの検問所で､車から

放射能が探知され、引き返して熱水洗浄させられると

いうハプニングがあった。爆発事故を起した４号炉の内

部はいまだどうなっているか解らないまま、コンクリート

で覆ってしまった状態（石棺）である。炉を間近に見られ

る博物館に展示されている模型の中でも、妖しげな緑

色の光が点滅して、本体ではモニターリングが止むこと

なく行われていることを示している。  

ロシア、ウクライナより原発の多い日本の現実を

危惧することしきりであった。 

チェルノヴィリ原発事故時の汚染地区にいて､詳し

い説明もなく、即刻退去を命じられた被災住民達が住

む、キエフ市内の互助グループ、ゼムリキャで、涙なが

らに語る苦悩の体験を聞き、後、みんなで歌を歌い、踊

った。 

ボスニア・ヘルチェゴビナ 

１９９２年から９５年にわたる内戦。その事実はテレ

ビでも、新聞でも見聞きして知っている。しかし現地を訪

れて、実際は何も知ってはいなかったのだ、と気づく。

サラエボを根拠に各地を車で訪れると、サラエボはもち

ろん､森林､農村、から少し町めいた､どこの村の建物も

弾痕がいっぱい見受けられる。 

墓地を訪れると､若者の墓誌が多いことに気づか

される。また地雷や砲撃で手足を痛めたり、失った若者

達の治療を施しているセンター「ホープ」では若い男女

が懸命に、心身のリハビリや職業訓練などに精出して

いる姿が心を打つ。 

なぜ民族同士の悲劇的な紛争は起こったか.出会

った人々の多くは「ある日突然、戦いが始まった」と言う。

ある者は、「ある政治勢力が」、「ある民族が」とも言う。 

私も、まだこれから、咀嚼していかなければならな

い課題を持ち帰ったと思う。 

中でもとりわけショックだったのは、夫や息子達、

男が突然連れ去られ、行方不明になったスレブレニッ

ツア村の未亡人達がわれ先にと口々に訴える訴えだっ

た 

「ヒロシマのことは十分知っている。いま私達は老

いと生活苦に喘いでいる。国連の明石は此処まで来な

がら、何をした！」「わたしたちの求めているのは、口先

の援助ではなく、生活手段だ。仕事だ」と訴える。私達

は、押しとどめようもなく立ち往生した。 

[私も母を失いました]と告げると、居残った人たち

も、やっと我に返ったようだった。 

全く短時間の出会いだったが、此処でもゆっくり留

まって、じっくり話に耳を傾けたい思いを残した。 

その他、ロシア、ウクライナ、ボスニア各地で学校

訪問し、ヒロシマの、被爆体験の証言や核、平和、放射

能被曝、支援活動、国際情勢などの話し合い、学習を

行った。 

ロシアのウラジオストックの日本語学校では子供

達が、着物姿と日本語の劇で出迎えてくれたり、ウクラ

イナの原子力科学者の卵を養成するエリート校で、科

学は人類平和に貢献すべきだと話し、ボスニアでは、

諸民族の生徒が共学している高校で話したところ、生

徒達が実に、真面目に、真剣に聞き、反応してくれた。 

文化面での交流も少なからずあった。ボスニア・日

本交流協会、各地日本大使館等を通じての柔道、サッ

カー、音楽、書、など、日本や日本文化、自然への親近

感は大きく、相互理解の芽は至るところにあると思え

る。 

サラエボ交響楽団の「レクイエム」演奏会へ招待さ

れたり、各地の音楽会、バレ－、美術館鑑賞等の機会

もいろいろとあった。 

実情を知ると言うより、余りにも多くのことを経験し、

情報を得た。帰っての一時的印象だが（なんと日本は

のんびりと時が経っていることか）。 

４０年前の平和巡礼は、核被爆の悲劇性を訴える

ことが全てであり急務であったと思う。社会主義国の反

原水爆運動に違和感はなかった。 

いまロシア、ウクライナ、ボスニア・ヘルチェゴビナ

の実情勢、歴史、激しい転換、その中で翻弄されて生
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き、実存している人々、その、悲劇、人権、アイデンティ

テイや思いに触れ、私たち、ヒロシマが何ができるかと

言うことを考える。 

悲劇を経験したから、即私達が何かができる、で

はなく、まずは心を開いて相手から聴く、凝視すべきこ

とを強く感じた。援助といい、共生と言い、そうしないな

ら、何も見えてこない。 

ボスニアの市民グループの青年が、「朝鮮人に被

爆者がいることなど知らなかった。物的援助もさること

ながら、我々はもっともっと情報が欲しい」と訴えたのが

心に強く留まった。 

ワールドフレンドシップセンターの活動に興味を抱

く人もあった強力な情報の発信と受信が急務だと思っ

た。 

黄色いリボンと青い旗、連日キエフの市内はいた

るところで集会が持たれ、大統領選挙で騒然としていた。

日本に帰って、たまたま私達が訪れていたからではなく、

世界的関心事であることに気づくのに時間は要らなか

った。 

 

 

    ヒロシマヒロシマヒロシマヒロシマからからからから    

放射能兵器放射能兵器放射能兵器放射能兵器・・・・劣化劣化劣化劣化ウランウランウランウラン弾廃絶弾廃絶弾廃絶弾廃絶をををを    

～ＩＰＰＮＷ～ＩＰＰＮＷ～ＩＰＰＮＷ～ＩＰＰＮＷ世界会議報告世界会議報告世界会議報告世界会議報告～～～～    

NO DUNO DUNO DUNO DU ヒロシマヒロシマヒロシマヒロシマ・・・・プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト            森瀧森瀧森瀧森瀧    春子春子春子春子    

    

劣化ウラン弾兵器が 1991 年イラク湾岸戦争以来ボ

スニア、コソボ、アフガニスタン、そして再びイラク戦争

で使われ、甚大な放射能・金属毒性被害が拡がってい

る。 

世界中の民衆の声を踏みにじり、アメリカはイラクの

大量破壊兵器や核兵器開発の脅威を理由に、イラク戦

争を始め、当然のように劣化ウラン弾をイラク全土で大

量に使用したが、通常兵器だとして劣化ウラン弾の放

射能の影響を認めていない。 

劣化ウラン弾によるヒバクシャが無数に生み出され

ているイラクの現状に、放射線被害の惨禍を知るヒロシ

マから放射能兵器・劣化ウラン弾禁止のためのアピー

ルを発していかなくてはという思いから、科学的な証明

を提示して使用禁止を迫るため、[イラク戦争被害・劣

化ウラン弾被害調査団]として２００３年６月－７月にイ

ラク現地調査を行った。 

 イラク各地で採集した土壌、水、尿などの分析は、広

島大学、金沢大学で進められれてきた。バグダッドの土

壌からは、明確に劣化ウランが分析され、各地の水道

水の放射線量は高値を示し、白血病の子供たちの尿

からは劣化ウランの吸入と思われる数値が分析された。

（詳細なデータは限られた紙上のため別の機会に譲る

が。） 

 戦争前の 2002 年 12 月と戦争後の 2003 年夏の２回

にわたるイラク現地訪問で、多数の病院を訪れた。そこ

で見たイラクの子供たちの上に起こっている異常な現

象、即ち白血病をはじめとする癌の多発と高い死亡率、

死産や生まれてくる子供の先天性障害の高い発生率、

大人・子供いずれにも多く見られる複数の癌の同時発

症などは、劣化ウラン弾の放射能・金属毒性被害がも

たらしたとしか考えられないものだった。 

こうしたイラクの現状や実態調査にようやく世界が注

目をよせ、ヒロシマが行った調査についての発表を要

請され、5 月ベルリンで開かれた「核戦争防止世界医師

の会（IPPNW）・ヨーロッパ会議」、ついで 11 月、北京で

の IPPNW 世界大会などのワークショップで、まだ分析

半ばではあったが調査の報告を行った。 

 EU 会議では、ヒロシマがやっているような調査や本格

的な疫学調査が必要だという声が医師たちの中から起

こり、イラクから報告に招かれていたアル・アリ医師（ヒ

ロシマにも二度お呼びしたバスラ大教授）に協力依頼

がなされたりする反響を呼んだ。 

 北京の IPPNW 世界会議では、初めてイラク戦争被害、

劣化ウラン被害に関する３セッションが設けられ、核兵

器廃絶をめざすために長年取り組んできた代表的な国

際反核団体、医師の会が、劣化ウラン弾の問題を放射

能兵器の側面から核兵器廃絶の一環として認識したこ

とを示すもので画期的であった。私もイラク調査の報告

をしたが、このような調査がもっと本格的に国際専門機

関の手で行われなければならないとするヒロシマから
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のアピールに多くの賛同が聞かれた。 

 しかし、具体的に IPPNW としてその専門性から、疫学

調査に自ら着手するといった具体的な決定までは至ら

なかったのは残念であり、今後の課題だ。 

 北京会議開幕における、秋葉広島市長の核兵器廃絶

のためのプレゼンテーションは、迫力に漲り、会場を熱

気に包んで印象的であったことを付記したい。 

核戦争の比類なき経験を訴えるヒロシマはまた、劣

化ウラン弾の放射能被害の重大さと即時禁止を世界に

訴えるとき、説得性を持つことを信じてその責任を果た

してゆきたい。 

アメリカがすでに 18 カ国にも輸出し、今後引き起こす

戦争でも｢優秀な兵器｣として 使い続けようとする劣化

ウラン弾によるヒバクシャをこれ以上増やさないため、

現在「ウラン兵器禁止国際署名キャンペーン」を展開し

ている。 

多くの皆さんが DU 禁止一日も早い実現のための署

名活動などをサポートしていただきたいと願っている。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

※※※※オンライン署名 

ICBUW＝The International Coalition to Ban Uranium 

Weapons（ウラン兵器禁止を求める国際連合）の HP   

http://www.bandepleteduranium.org/  ト ッ プ 頁 左

側、”petition”をクリック 

※※※※署名用紙 ダウンロード先 

NO DU ヒロシマ・プロジェクトの HP 

http://www.nodu-hiroshima.org/ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                           

対立解決対立解決対立解決対立解決のためののためののためののためのセミナーセミナーセミナーセミナー    でででで学学学学びましたびましたびましたびました    

山下美枝子山下美枝子山下美枝子山下美枝子    

 

  新しい年が明け、１月１２日朝１０時セミナーは始ま

りました。 

  笑顔で続々集まる参加者を迎え入れてくださったの

は、紛争解決と和解の為の、教育とトレーニングの専

門家であり調停者である Kay Gaier さん、同じくその教

育とトレーニングに携わり、調停者でもある Rachel 

Gross さん。もう一人はＷＦＣ館長の Beverly Eikenberry

さん、実は彼女、紛争解決、仲裁の専門技術資格保持

者です。アメリカ人であるこの３人の専門家を指導者に

迎えて、良き人間関係をつくるうえで最も重要な、然し

最も難しい部分をワークショップで分かりやすく、噛み

砕いて、寸劇を演じてよい例、悪い例を見せるなどして

教えていただいた事は、大きな大きなお年玉をもらった

ような気分です。 

  人間の争いのネガティブで破壊的状況を、ポジティ

ブで発展性の見える方向へと相互理解を進め、和解へ

と進む、その転換方法転換方法転換方法転換方法とととと手段手段手段手段を学ぶと同時に、争いの

構造を知り、紛争にはつきものの激しい怒りの本質を

知り、感情がその状況の中で果たす役割を理解する。

では、実践的実践的実践的実践的にはにはにはには何何何何をどうすればをどうすればをどうすればをどうすれば良良良良いいいいのか？和解への

転換のために、又強い怒りに対処する為に。セミナーを

逃した方、どうぞお年玉のおこぼれを受け取って、円滑

で穏かな人間関係構築の為にお役立てください。先ず

争いの構造や力学を理解する事から始めましょう。     

 

人間人間人間人間のののの争争争争いのいのいのいの構造構造構造構造    

  紛争の構成要素は先ずそれにかかわる人間人間人間人間、そう

いう状況にいたる過程過程過程過程、それに争いそのものの問題問題問題問題の

３つ。争いの状況の中で、双方にマイナスの影響は極

力押さえ、物理的、心理的にプラスの可能性を最大限

導き出す。そのそのそのその転換転換転換転換をををを導導導導くにはくにはくにはくには、紛争に係わりあった人

の感情、気持ちを理解する。人は、説明したい、正当化

したい、感情を吐き出したいもの。その欲求を認め、時

間をかけて耳を傾け、人間として人の基本的尊厳を尊

重していることを示し、相手の自己評価を、脅かさない

会員募集会員募集会員募集会員募集    

ワールド・フレンドシップ・センター(ＷＦＣ)は 被

爆者援護、核廃絶などを求めて、広島を訪れる

人 に 宿 舎 の 提 供 な ど を 行 な っ て い ま す 。   

会員には季刊の機関紙「友愛｣を送ります。  

会費を払ってＷＦＣの活動を支えてください。           

会費会費会費会費    

  ✶スポンサー会員 １００００円 

  ✶賛助会員      ５０００円 

  ✶学生会員      ２０００円 
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で受け止める。次に問題発生に至る過程そのものに注

目。自分の利害に関わる問題なのに決定がなされる過

程に関与できなかった場合、憤慨、不公平感、無力感

を生む原因となる。意思決定までの道筋をオープンにし、

人々がどう感じているかを知る。人間関係の力の均衡、

不均衡を理解し、公平で、利害関係者を含むプロセス

にする。特定問題での利害の対立、格差、価値観の相

違、決定に至る過程での異なる見解、土地、金銭、時

間等の利用、入手配分。紛争の根本原因とみなし勝ち

なこれら問題の下に潜む真のニーズや懸案を明確にし、

問題の領域をはっきりさせる。双方に受入れ可能な意

思決定の過程と、互いの価値観を認める。 

 

人間人間人間人間のののの争争争争いのいのいのいの力学力学力学力学        

  ある“問題”で相対立する当事者がある。意見の違

いに端を発したその問題が、個人的敵意に変わり、“問

題”そのものよりも相手の人が問題だと見るようになる。

時間の経過とともに本筋を逸脱して、問題は枝葉へと

広がり混頓に陥る。そうなると当事者間の接触や会話

は減り、緊張や感情が入り込み、聞き、理解し合う力が

減退する。応答の場面では、“問題”そのものに対して

ではなく、直前に相手が言った事に対する反ぱくとなる。

かくて敵対意識、個人的反目は増幅し不信、誤解は募

る、の悪循環に陥る。 

        ではどうすればではどうすればではどうすればではどうすれば？？？？    実践実践実践実践をををを心心心心がけてがけてがけてがけて人人人人としてのとしてのとしてのとしてのグレグレグレグレ

ードアップードアップードアップードアップをををを目指目指目指目指しませんかしませんかしませんかしませんか。。。。    

    

積極的積極的積極的積極的、、、、能動的能動的能動的能動的にににに相手相手相手相手によくによくによくによく耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けるけるけるける。 

  その際の重要な要素は： ＊＊＊＊相手の言葉に関心を

示し、更なる情報を促す。 ＊＊＊＊相手の価値を認め、その

考えと感情は、仮に不賛成でも正当に認める。 ＊＊＊＊今

聞いた相手の言い分の内容を簡潔に言い直す。これは

単純だが力強い信頼構築方法で、怒りやフラストレー

ションを和らげる（同意を示唆するものではない）。 ＊＊＊＊

相手の感情も反映させる（ex.“あなたにはフラストのた

まる週だったのですね”） ＊＊＊＊簡単な質問であなたの理

解の確認をする。 ＊＊＊＊話を核心から逸らせないよう、質

問を問題の中心に絞る。    ＊＊＊＊最後に、優れた聞きかた

の最重要ポイント、全身で相手に耳を傾けている事を

表す。目線、姿勢全てであなたの集中力を示す。 

 

言言言言いいいい直直直直しをしをしをしを実行実行実行実行するするするする。。。。    

        これは明瞭な意思疎通を図る上で重要な部分であ

る。相手が話した内容を感情も含め、その要点を簡潔

に聞き手が言い直すもので、重圧的、敵対的状況、特

に怒りの感情やフラストレーションが高まっている場面

では感情の激高緩和に効果的。 ＊＊＊＊理解しようと努め

ている姿勢が相手に伝わる。 ＊＊＊＊誤解の個所があれば、

はっきりさせるチャンスとなる。 ＊＊＊＊相手とその言い分を

尊重している事を示す。 ＊＊＊＊やり取りのペースに間を持

たせられる。 ＊＊＊＊防御の姿勢をとったり反撃するのでは

なく、相手の気持ちに添って動く事で怒りを和らげる。

効果的に言い直すには簡潔に重点のみ、相手が興奮

している時は特に。前置きは不要。自身の解釈や返答

もここでしない。お互い正しく理解しているか確認したい

時は“あなたが聞いた今私の言ったことを簡単に要約し

てみて下さい”と。あなたの使う言葉や調子に相手の気

持ちを反映させる。 

 

強強強強いいいい怒怒怒怒りへのりへのりへのりへの対処対処対処対処をををを心得心得心得心得るるるる。。。。    

     怒りの対決は怖いし困惑する。強い敵愾心や怒りを

剥き出しの人に対処する時、感情の激高緩和に有効な

のは ＊＊＊＊よく聞く、言い直すを通してあなたの、相手相手相手相手のののの

話話話話をををを聞聞聞聞くくくく意思意思意思意思、問題解決問題解決問題解決問題解決のののの意思意思意思意思をををを相手相手相手相手にににに分分分分からせるからせるからせるからせる。 

＊＊＊＊相手相手相手相手のののの観点観点観点観点からからからから問題問題問題問題をををを見見見見、、、、そのそのそのその気持気持気持気持ちになってみるちになってみるちになってみるちになってみる

と相手の怒りの理由がみえてくる。 ＊＊＊＊しばしば意思疎

通の欠如が誤解の原因なので、初耳情報初耳情報初耳情報初耳情報があれば指指指指

摘摘摘摘する。 ＊＊＊＊あなたが平静を保ち、相手の個人攻撃に

は応じない態度で本来本来本来本来のののの問題問題問題問題のみにのみにのみにのみに焦点焦点焦点焦点をををを向向向向けるけるけるける。。。。    

＊＊＊＊相手の怒りに引きずられず、一歩引一歩引一歩引一歩引いていていていて第三者的第三者的第三者的第三者的に

対決を眺めてみる。この精神訓練はあなた自身の感情

制御に役立つ。２、３回の深呼吸も有効。 ＊＊＊＊言葉以外言葉以外言葉以外言葉以外

のののの、、、、態度態度態度態度やややや仕草仕草仕草仕草に注意。胸で腕組み、陰気な睨み面、

アイコンタクトを避ける等は折角のあなたの努力、聞く

姿勢を台無しにする。 ＊＊＊＊相手相手相手相手がががが耳耳耳耳をををを貸貸貸貸すすすす気気気気になるまになるまになるまになるま

でででで応答応答応答応答はははは控控控控えるえるえるえる。相手の怒りが収まるまで辛抱強く聞
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き役をしたら、今度はあなたの番。返答は防御的でなく

簡潔に。それが再び相手の怒りを招いたら、又聞き役

に戻る心積もりを。然し、こうして積極的に聞き役に回

る事は、相手への同意、同調を示唆するものではなく、

相手を尊重し、問題を認識しているという意思表示に過

ぎないことを忘れてはならない。 

 

武力行使武力行使武力行使武力行使にににに関関関関するするするする国際法国際法国際法国際法    

―各国国連対しに宛てられたオープンレターからの抜

粋― 

人類は国際法に合意する前に、二度の世界大戦の間

に６千万人以上が殺されるという生命の代償を支払わ

ねばなりませんでした。政治的手段としての武力行使

の一般的禁止が発表されたのは、国連が設立後には

じめて、また、国際法の原則が定義された後です。これ

には、武力攻撃が起こった場合の自衛権と、安全保障

理事会の強制措置という、例外が二つだけ含まれてい

ますが、それ以来、妥当な目的を主張して正当化を図

った場合でも、全ての国々が他の国に対して戦争を行

う権利を失ったのです。 

国際法の崩壊と、戦争が人々にもたらす不条理

な困難に関して、貴方に次の事をお願いします。 

国連が各国家間の確固たる平和保障機関としての力

を奪われないようにし、国際法における武力行使の禁

止の厳格な遵守と実施を弱めようとするいかなる企て

にも抵抗すること！ 

 

国際法国際法国際法国際法とととと核兵器核兵器核兵器核兵器    

―全世界で実施中の署名キャンペーン趣意書から抜

粋― 

国連総会で採択された最初の決議から、国際社会は、

核による絶滅の脅威に取り組もうと試みてきました。１９

９６年、国連総会の求めにより、国際司法裁判所は法

の規定と人道における核兵器の位置付けを審理しまし

た。彼らは全員一致で、厳格且つ効果的な国際的管理

の元でのあらゆる分野にわたる核軍縮につながるよう

な交渉を誠実に行い、完了させる、普遍的な法的義務

が存在すると認めました。 

核兵器使用と都市に対するその大量虐殺の結

果について、貴方に次の事をお願いします。 

平和市長会議が提案しているように、合意された方法

で、２０２０年までに完全な核廃絶を実現する為に、２０

０５年に核軍縮交渉を誠実に開始し、２０１０年に完了さ

せること。 

  

国際法国際法国際法国際法をををを守守守守るためのるためのるためのるための壁壁壁壁 

核拡散防止条約は、国々が核兵器廃絶への道へ動き

出すために作られた国際的取り決めの一つです。１９７

０年にたくさんの国が条約に調印しました。 

２００５年５月は、５年ごとに核拡散防止条約の再検討

会議がニューヨークで開かれる年に当たります。その会

議と時を同じくして、世界中から市長が集まって２０２０

年までに、核拡散防止条約の完全締結に向けての「ビ

ジョン２０２０」というキャンペーンが展開されます。 

 

国際間の協定を尊重し国際法を遵守する必要性の象

徴として、縦４cm横８cm 幅２cmの板に支持者がメッセ

ージを書き、この会議中、国連の回りをこの板で壁を作

って囲む予定です。この「壁」のプロジェクトはドイツの

Aktion Voelkerrecht という団体によるものです。

WFC は友人そして支援者のメッセージをいただくため

に５００個の板を用意しています。 

 

 

WFCでは「ビジョン2020キャンペーン」を支援し「国際法

を守る壁」のプロジェクトに協力しています 
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WFCWFCWFCWFC 最新情報最新情報最新情報最新情報    

    

■■■■WFCWFCWFCWFC４０４０４０４０周年記式典周年記式典周年記式典周年記式典    ２００５２００５２００５２００５年年年年８８８８月月月月７７７７日日日日    

  今年は WFC が設立されて４０年になります。８月６

日の式典は、WFC の歴史を思い起こし語りあったり、ミ

ニバスで WFC ゆかりの場所を巡ったり、コンサートなど

をします。WFC の皆様、ぜひ御参加ください。 

    

■■■■フレンドシップフレンドシップフレンドシップフレンドシップ・・・・アフターヌーンアフターヌーンアフターヌーンアフターヌーン    

  WFC 理事長の森下弘が「広島世界平和ミッション」

に参加し、ロシア、ウクライナ、ボスニア・ヘルツェゴビ

ナを訪問し、帰国報告をしました。被爆体験を語ったり、

書道を実演したり、学生や政府関係者と議論をしたり、

チェルノブイリの近くの廃虚なども訪れました。旧ユー

ゴスラビアの内戦で犠牲となった女性の痛ましい話な

ども聞きました。 

    

■■■■岡田恵美子岡田恵美子岡田恵美子岡田恵美子ささささんんんんインドインドインドインドととととパキスタンパキスタンパキスタンパキスタンへへへへ    

  WFC 理事の岡田恵美子さんが「広島世界平和ミッシ

ョン」派遣団の被爆者の代表として、１月２１日インド、

パキスタンへと出発しました。 

    

■■■■とてもとてもとてもとても盛盛盛盛りりりり上上上上がったがったがったがったクリスマスクリスマスクリスマスクリスマス・・・・パーティーパーティーパーティーパーティー    

  約４０人の人が１２月１２日、クリスマスを祝うために

WFC に集まりました。まず最初に、創立者であるバー

バラ・レイノルズと初代理事長原田先生を偲んでロウソ

クに灯をともすプログラムで幕を開けました。 

  ピース・クワイアーが『アヴェ・ヴェルム・コルプス』と

『さやかに星はきらめき』を歌い、木戸マサコさんがフル

ートのソロ演奏をしました。イエス様降誕の話を読み、

それにそってクリスマスの賛美歌が歌われました。 

  たくさんの登場人物と読み手によって、ドラマ『クエ

ーカーのクリスマス』が上演されました。テーマは「毎日

がクリスマスであるべきだ。」というものでした。とても皆

に好評で、出演者も演技力を発揮して、出席者を沸か

せました。空フミコさんの合図でキャロルを歌い、サンタ

さんがホワイト・エレファントのプレゼントがぎっしり詰ま

った袋を持って登場しました。 

    

■■■■感謝祭感謝祭感謝祭感謝祭パーティーパーティーパーティーパーティー    

  アメリカの感謝祭を祝うために、勤労感謝の日に今

年は１２人の人が、センターに集まって、七面鳥や、詰

め物や、その他のおいしいご馳走を楽しみました。山根

美智子さんが食事のあとに楽しいゲームを用意してく

れました。 

    

■■■■WWWWFCFCFCFC ががががピカピカピカピカピカピカピカピカにににに！！！！    

  ２時間かけて、掃除の達人が WFC を輝くようにきれ

いにしました。１１月の第３土曜日に、全ての窓、網戸を

洗い、電気カーペットをひき、台所の戸棚などをきれい

に掃除しました。お昼にサンドイッチで労をねぎらいまし

た。 

  宿泊客からセンターは清潔で、居心地よく、学ぶの

に最適な場所だとよく言われます。 

    

■■■■ピースピースピースピース・・・・パークパークパークパーク・・・・ガイドガイドガイドガイドへへへへ感謝感謝感謝感謝    

  ２月４日にピース・パーク・ガイドのメンバーに感謝を

表す特別なプログラムが催されました。WFC の歴史に

ついて詳しい説明があり、将来の展望、メンバーの人

達が平和のために重要な役割を担っていることなどに

ついて語り合いました。 

 

 

 

 

 

友愛編集委員友愛編集委員友愛編集委員友愛編集委員    

英語版  ジョエル・ベバリー アイカンベリー 

日本語版 浜井道子 

翻訳    佐久間佳子、平本隆子、 

       山下美枝子、山根美智子 


